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（福田博行議長席に着く） 

議長（福田博行） ただいまから、平成３０年２月伊賀南部環境衛生組合議会第１９５回

定例会を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（福田博行） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第９３条の規定により、永岡禎議員、川合滋議員を指名

いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

議長（福田博行） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本組合議会定例会の会期は、本日１日としたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（福田博行） ご異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 諸般の報告 

議長（福田博行） 日程第３、諸般の報告をいたします。 

 監査委員から平成２９年１２月及び平成３０年１月に執行した例月出納検査結果の報

告を受けました。報告書は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第１号 平成３０年度伊賀南部環境衛生組合一般会計予算について 

議長（福田博行） 日程第４、議案第１号を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

管理者。 

（管理者亀井利克登壇） 

管理者（亀井利克） ただいま上程されました議案第１号、平成３０年度伊賀南部環境衛

生組合一般会計予算につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

まず、歳出予算の主なものを申し上げます。 
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総務費は、退職手当を含めた人件費をはじめ、事務的経費や施設管理経費など１億７

６万円でございます。 

次に、環境衛生費であります。収塵車管理費は、ごみ収集業務委託や指定ごみ袋に係

る経費など、収集業務に係る経費であり、クリーンセンター費は、クリーンセンター運

転管理業務委託をはじめとする施設運営経費とクリーンセンター改修工事費などでござ

います。 

また、最終処分場費、し尿処理場費、ストックヤード管理費につきましては、それぞ

れ施設の維持管理等に係る経費でございます。 

以上、環境衛生費の総額は１６億３０万２千円でございます。 

公債費は、組合債にかかる元利償還金などで、２億４，２３４万８千円を計上し、予

備費には、不測の支出に備え５００万円を計上しております。 

続きまして、これらの財源となります歳入でございますが、名張市及び伊賀市それぞ

れにご負担いただいております分担金が、名張市が１５億１，７１７万４千円、伊賀市

が１億６，８４９万４千円で、合わせて１６億８，５６６万８千円をお願いいたしてご

ざいます。 

次に、使用料及び手数料では、施設への直接搬入や指定ごみ袋による廃棄物処理手数

料などで、２億４７０万円を計上いたしております。 

また、その他の収入といたしましては、繰越金、諸収入を合わせまして５，８２７万

円を計上いたしてございます。 

以上、申し上げました平成３０年度一般会計予算総額は１９億４，８６３万８千円

で、前年度と比較いたしますと３，６６３万円８千円の増額となってございます。 

何とぞよろしくご審議のうえ、ご決定賜わりますようお願い申し上げ、提案理由のご

説明といたします。 

議長（福田博行） これより、質疑を行います。 

なお、本日の質疑は、会議規則第４３条の規定により３回までといたします。 

  永岡議員。 

議員（永岡禎） ３０年の予算の方が出てまいりました。その中で、１５ページの工事請

負費、施設改修工事費ということで、２億１，３３３万円。全員協議会の方で工事一覧

表等も出していただきました。また、議員の要望の方で年次別の補修計画、出していた

だきました。この予算がしっかりチェックのもと、進められるようお願いしたいと思い
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ます。大変わかりやすい部分ですので、私どもも、今一度、チェックさせていただい

て、今後の研究材料にしていきたいと思います。以上です。質問ではありません。 

議長（福田博行） ほかに質疑はございませんか。 

  中谷議員。 

議員（中谷一彦） 今回質問させてもらうのは、委託料ですね。委託料がやっぱり大きく

上がっているなと。特に２８年度決算がでました。２８年度決算と３０年度のこの予算

について、増額になっているのをちょっと指摘をさせてもらいながら、その内容を説明

していただきたいと思います。まず、ページ数、１４ページ１５ページの、この中に入

れてます最終処分費の中の施設再整備計画等策定業務委託料、２８年度２７９万５千円

から３０年度が９３８万１千円になっています。その増額と今後のこの内容についてち

ょっと説明していただきたいなと思っています。そして、ちょっとページ数が戻りまし

て、１２、１３ページの中で収塵車管理費の中のごみ収集業務委託料、２８年度が２億

９，２６０万４千円から３億２，４７６万４千円となってます。これも１２％ぐらい上

がってます。これについてご説明をしていただきたいと思います。まずはその委託料の

増額ですよね。そして気になってんの、金額的には跳ね上がっている。全体的にです

ね、水質等検査委託料等についてもですね、増えてます。これは、ページ数で指摘させ

てもらいますと１７ページの水質等、これはどこの分ですかね。し尿処理費ですね。し

尿処理費の中で出ているものが、当初、２８年度は２７万５千円のものが８５万１千円

とか、そういうふうに増えてます。約３倍以上になってますね。それについてちょっと

内容を教えてください。 

議長（福田博行） 事務局長。 

事務局長（手島左千夫） 失礼いたします。それぞれ委託料のことについてご質問いただ

きました。まず、全般的なお話としてですけども、委託料にかかわらず、私ども、この

当初予算に計上させていただく金額といいますのは、それぞれその事業の設計をいたし

まして、その設計額でもって予算要求をさせていただきながらですね、財政当局と当然

詳細にわたって検討しながらこの予算書に計上させていただきます。その後になります

けれども、それぞれ入札等によってですね、業者が決まりましてその入札額、いわゆる

契約額でもってその事業を実施をさせていただくということの中ではですね、少なくと

も前年度の決算額とは若干なりともですね、異なってまいります。当然、入札行為を行

いますので、当初計上させていただいた私どもの設計金額よりは金額が落ちた状態でも
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って事業を実施をさせていただきますので、そういったところでの金額の差額というの

は当然あろうかと思っております。 

  あわせて、もう一つご質問いただいた水質、まず最終処分場費の中のですね、委託料

でもって、再整備の計画の策定に関してでございますけれども、これまでにも、この議

会でもご説明をさせていただいたことがあるんですけれども、私どもの最終処分場の、

特に水処理施設については、かなり老朽化をいたしておりまして、現在正規の職員が２

名ですね、毎日水の管理のためにですね、現地に赴きまして水処理施設でもって作業を

続けておりますけれども、非常に機械的にもですね、十分な機能を満たしておりません

ので、何とかですね、抜本的にこの施設、水処理施設のですね、改修を行いたいと考え

ておりまして、２年前から、それぞれ、その機械の、施設の状況をですね、専門業者さ

んに確認をしていただきながら、段階をおってですね、補修計画の策定を行っておりま

す。この平成３０年度におきましては、これまでの現地の調査なり、それにあったです

ね、施設の概要なりを検討いただいた結果を基にですね、詳細設計を今年度していただ

いて、具体的に今後ですね、施設の再整備を行ってまいりたいというふうに考えており

まして、そういった中ではですね、この３年にわたる策定業務の中で、委託料はです

ね、若干変動をいたしております。今後は、今年度の詳細設計を基にですね、施設の再

整備を行ってまいりたいというふうに考えております。 

  それと、ごみ収集のですね、委託料の増加の件でございますけれども、１つは実は先

ほどお話させていただいた作業の設計の基になっておりますのは、労務単価、作業員の

労務単価でございまして、これは年々増加をいたしておりまして、その増加分でありま

すとか、さらには、原油価格の高騰でもって、燃料費が高騰しておりまして、そういっ

た単価の変動に伴いまして、委託料の金額が若干増加をいたしております。 

  あと、浄化センターの水質等の検査委託料でございますけれども、これにつきまして

もですね、若干そういった検査の内容でありますとか、作業の状況によってですね、現

時点では、私どもの設計に基づいた設計金額になってございます。今後ですね、これも

入札等によりましてですね、若干金額の下落はあるかと思っていますけれども、そうい

ったことで、決算額とは当初予算、変わってきておりますし、また、当初予算額どうし

でもですね、若干年々その検査項目等によりまして、金額の変動はございます、以上で

す。 

議長（福田博行） 中谷議員。 
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議員（中谷一彦） ありがとうございました。積算根拠で予算を立てられている、そのと

おりですね、実際、だけどあまりにもね、水質の分なんかをいうたら、今申し上げまし

たように、２７万から８０何万で予算上げておられてですよ、その金額がどんと落ちる

のかというのは、積算の所でどういうなことをされているのかなというの、ものすごい

疑問です。そして、今、答弁でもありました収集車の業務委託については、労務単価

等々な値上がりというお話もありました。実際ですね、そのしっかりした積算根拠にな

っているかというのをですね、１回ですね、しっかり説明してほしいなと思います。と

いうのは、伊賀市のですね、労務単価とやっぱりちょっと違うんですよね。我々が見て

いるものは、やっぱり少し、正直申し上げて名張市の方が高いです。どうやって積算根

拠でなんで食い違っているのかなというの、ものすごい私は気になっています。そうい

うなものを含めまして、１回その内容等をご確認させていただきたいなと思っていま

す。 

  次の質問にいきます。クリーンセンターの運転管理及び展開検査業務委託料、これ

３，０００万、全量展開の。この成果ね、前にもお聞きしたんですけども、もう１年や

っていこうということについてですね、どういうようなものがあってですね、今回の予

算に計上されてるのかなと。新たにですね、何か変わったことがないということですよ

ね。ということは、実際に今、事故は起こってませんよ、確かにこれあげてから事故は

起こってないんですけども、実際この多額な金額をかけてですね、今後もやっていくの

か、というのが一番の問題であって、この年に何をしてですね、当然この部分というの

は減額に進んでいくべきやと僕は思っているんです。その部分についてこの中身をです

ね、もう少し説明していただきたい。減額に進む行程ですよ、これが１つ。もう１つが

ですね、伊賀南部年度別修繕計画表、ありがとうございます。この部分について、実際

には金額が入っていたら良かったなと。おおよその金額が入っておればですよ。将来的

な、どんだけの、維持修繕にかかっていくかという見積ができていくんではないかなと

思います。その中で、今回出ました３０年度の分についてはね、これもね、ちょっと

ね、内容的にですよ、この工事、これは全体の修繕といって見ていいのかどうなんだろ

うと。金額的に高いもんになると４，１６６万円、安いもんやと４０万円になっている

わけなんですよね。この部分がこの一覧に含まれているということは、これ以外にない

というふうに認識していいのか。突発的な事故以外はないんだというふうに認識してい

いのかというのを２つ確認させてください。 
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議長（福田博行） 事務局長。 

事務局長（手島左千夫） 失礼いたします。まずは、私どもごみの全量展開検査を実施し

ていることにつきましてですね、かねてから、中谷議員の方からはですね、その効果に

ついてご意見をいただいております。私ども、まさにご意見の中にもありましたよう

に、事故等が続いておるというような現状を踏まえてですね、ごみの全量展開検査に踏

み切りをさせていただきました。これについては、まずは、２９年度最初に取り組みを

させていただいてですね、作業員５名でもってですね、委託をさせていただいて進めさ

せていただいております。ただ、これについては、当然、そのままでいいとは決して思

っておりませんので、今後そういった作業の、日常の状況、またその結果を踏まえなが

らですけれども、今後、過去にもお答えさせていただいたようにですね、検証しながら

ですね、見直しを図っていきたいと思います。ただ、これもご意見にありましたよう

に、現実問題としてですね、確かに事故等、故障等がですね、それによって減ってきて

いるというのは現実としてございます。今のこの現状を見定めますとですね、まだまだ

展開検査をすべて止めてしまうという判断にはまだちょっと至らないという状況だとい

うふうには考えています。これについては、住民の皆さま方の分別の徹底なり、そいっ

たものをですね、しっかりと私どもお願いをしながらですね、適正なごみの排出に努め

ていただく、それを私ども適正に処理をさせていただくということをしっかりとつなげ

ていかないといけないとは考えておりますけれども、そこにはまだ少し時期尚早である

ためにですね、展開検査はまだ引き続きさせていただきたいというふうには考えてま

す。ただ、１年通してですね、展開検査をさせていただく中で、ある程度、私どもの、

私ども自身の職員のですね、研修も進みまして、非常に現場の中ではですね、協力体制

が整いつつあります。こういったことでですね、少なくとも展開検査に係る委託の作業

員のですね、人数を減らすなり、また作業を、日常の作業をですね、少しでも見直しな

がらですね、そこに係る委託費用の見直しというものは、当然これからも続けてまいり

たいと考えております。 

  それともう１点、私どものクリーンセンターのですね、施設の工事費一覧と年度別の

補修計画表についてお尋ねがございました。この年度別の補修計画表につきましては、

２８年度の事業でもって、入札において決まりました専門の業者でもって、私どもの施

設をおおよそ１年間確認をしていただく中で、当面３か年の補修計画表を立てていただ

きましたけれども、これについては、金額のお尋ねがございましたが、何分、価格等は
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ですね、部品も含め変動いたしますので、委託の中でもですね、金額等の明示はござい

ませんし、私どもそこまでは求めていたわけではございません。あくまでも施設の現状

を第３者の専門業者に見ていただく中でですね、これまでは委託業者、私どもの施設の

委託業者の日常の保守点検に基づく、また、それぞれ施設の耐用年数に基づくですね、

計画表に基づいて工事を進めてまいりましたけれども、それが十分な結果を出せてない

という部分がありましたので、２８年度において、そういった専門業者に確認をしてい

ただいて、当面３か年の補修計画を出していただきました。これをベースにしながらで

すけれども、私どもあくまでも日常の保守点検も踏まえて、機械の状況を見ながらです

ね、本当に必要なものについて改修をし、また、若干機械の状況の中でですね、先延ば

しが可能であるものについては、先延ばしも当然念頭に置きながら、経費の節減を図り

ながら施設の安定を図ってまいりたいというように考えております。そういうことにあ

ってはですね、毎年出させていただいてます施設の工事費一覧でございますけれども、

これについては、１つ大きな目的としてございますのは、大きな経費をお願いする中で

ですね、起債も県の方でお願いをしております。その起債の対象となる工事というのは

いろいろ制約がございまして、すべての修繕工事が対象となるわけではございませんの

で、そういった起債の対象となるべき工事を、今回、例年ですけれども、この工事一覧

に上げさせていただいておりまして、残念ながらその対象とならない補修計画に基づく

工事もあるわけでございますけれども、それらについてはこの当初予算の修繕料の中で

ですね、一定、これも大きな金額をお願いすることになりますので、財政当局とも十分

協議の上でですけれども、計上させていただいているということでございます。以上で

す。 

議長（福田博行） 中谷議員。 

議員（中谷一彦） 最後になります。今言われたように、起債ができる可能性があるもの

というのはありますわね。実際、その、私が知りたいのはね、いちばん始めの、イニシ

ャル、始めにかけたコスト。全体に、工場にかけたコストですよ。修繕がどれくらいか

かっていって、将来的などんだけの負担になる、なっていくんだというのが、やっぱ、

みんなに示さないかんし、その部分について、将来的にも検証していかなあかんと思い

ます。そのために、こういうようなものはデータとしてしっかり残してほしいなという

のが、大きなこういうふうなものが、でないとですね、２０億の予算でですよ、２億円

ぐらいの修繕費がかかっていくわけやからね、１割ぐらいは修繕かかっていくというの
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は、やっぱり 僕からしたら異常なんですよね。そんだけのものがかかっていくこと自

体が。だから、しっかりしたものを住民にも説明してもらいたいな。そして、全量展開

検査につきましてもね、やはりこの目的が達成できるように、どういうふうに責任をも

ったもので、そっから削減できるまでどうなるかというのを、当初の所に、委託すると

きにしっかりその職員の方々に明示しといてもらわないとだめやと思うんですよね。で

ないと、その部分でどういうふうに展開していくんだというが明確に目的がなかった

ら、ただ、のんべんだらりとやっていってもらっても困る。この負担というのは、将来

的にもずっと続くというのは、私も、やっていたら大変なことになると思います。でな

いといけないと思ってますし、その目的、しっかりね、委託先にも説明していただい

て、その結果をもらって次の展開に続けていただきたいなと。以上でございます。 

議長（福田博行） ほかにご質疑はございませんか。 

（「議事進行」と呼ぶ者あり） 

議長（福田博行） ないようでありますから、これをもって、質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「議事進行」と呼ぶ者あり） 

議長（福田博行） 討論がないようでありますので、討論を終結いたします。 

  これより議案第１号について採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（福田博行）  起立全員であります。 

よって、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 平成２９年度伊賀南部環境衛生組合一般会計補正予算（第２号）について 

議長（福田博行） 日程第５、議案第２号を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

管理者。 

（管理者亀井利克登壇） 

管理者（亀井利克） ただいま上程されました議案第２号、平成２９年度伊賀南部環境衛

生組合一般会計補正予算（第２号）につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

今回、お願いいたします補正予算は、昨年の人事院勧告に基づく職員給与改定に伴う
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人件費の精査のほか、それぞれの事業の進捗を踏まえ、所要額の精査をいたしたもので

ございます。 

それでは、歳出からご説明申し上げます。 

まず、総務費の一般管理費では、人件費のほか、委託料及び負担金の精査により、１

８０万７千円を減額いたしております。 

次に、環境衛生費の収塵車管理費では、人件費のほか、指定ごみ袋の製造管理等に伴

う委託料の精査によりまして、１０９万４千円を増額いたしております。 

クリーンセンター費では、人件費のほか、使用電力量に係る利用者賦課金の負担増に

より、光熱水費で３２０万円を増額し、あわせて３７４万７千円の増額をいたしており

ます。 

続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

まず、使用料及び手数料では、各処理手数料の収入状況に基づき、収入見込み額を精

査した結果、２１０万円を減額いたしております。 

  また、諸収入では、資源ごみ引取り単価の上昇に伴い、廃品売払収入を１０１万２千

円増額いたしております。 

  この結果、分担金では、名張市分が３７７万３千円、伊賀市分が４３万６千円のそれ

ぞれ増額となり、合わせて４２０万９千円を増額いたしております。 

  これによりまして、補正後の歳入歳出総額は、１９億５，５１３万１千円となってお

ります。 

以上が今回お願いいたします補正予算の概要でございます。 

何とぞよろしくご審議を賜りまして、ご決定くださいますようお願い申し上げ、提案

理由のご説明とさせていただきます。 

議長（福田博行） これより質疑を行います。 

（「議事進行」と呼ぶ者あり） 

議長（福田博行） 質疑がないようでありますから、これをもって質疑を終結いたしま

す。 

  これより討論を行います。 

（「議事進行」と呼ぶ者あり） 

議長（福田博行） 討論がないようでありますので、討論を終結いたします。 

  これより議案第２号について採決いたします。 
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本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（福田博行） 起立全員であります。よって議案第２号は、原案のとおり可決されま

した。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

議長（福田博行） 以上をもちまして、本組合議会定例会に付議されました事件は、すべ

て終了いたしました。 

これをもって、平成３０年２月伊賀南部環境衛生組合議会第１９５回定例会を閉会い

たします。ご苦労様でした。 

午前１０時５１分閉会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

議長は、この会議録をつくり、署名者とともに署名する。 

      議  長 

      議  員 

      議  員 


